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三田社会学創刊号(1996)

 社 会学 の中心 と辺境
一家族社会学と教育社会学一

渡辺 秀樹

1.教 育社会学の辺境性

 特集のテーマに一般的に答 える準備がないので、私 自身が関わってきた社会学の下位 領

域である教育社会学と家族社会学を念頭におきなが ら、 とくに家族社会学はいま、何をな

すべきか、自戒および 自己反省 を込めて、述べさせていただきたい。

 教育社会学者の天野郁夫氏は、教育社会学紀要 『教育社会学研究』第47集(1990)に 、
「辺境性 と境界人性」 とい う短文を寄稿 して いる(こ れは、最近刊の 『日本の教育 システ

ム』のあ とがきに再録 された)。 彼によれば 、教育社会学はかつて も、そ して今も辺境 に

あるとい う。教育社会学は、教育学の辺境に あ り、同時に社会学の中心か らも遠い。教育

社会学会において、教育社会学 とは何かを問 い、そのアイデンティティを問 う作業が頻繁

に繰 り返 されたのも、 この辺境性に起因 している。上述の短文 も、 『教育社会学の批判的

検討』 とい う特集に載 った ものである。

 天野氏は辺境にある境界人のポジティブな面に注目する。すなわち、辺境にあるがゆえ

に持つアンビヴァレンスや コンプレックスを抱えつつ、中心か らの 自由が もたらす革新性

や創造性を境界人は持ち うる、 とする。そ して、教育学や社会学の中心に向けてフロンティ

アを創出 してい く、 とい う戦略が教育社会学 が、独 自の研究領域 として確立するために と

らざるをえなか った、そ して とってきたものではなか ったか、 と述べている。

 日本の教育社会学が、他の社会学の領域 と較べて、近年、活気に満ち、生産性に富んで

いる と評価す るのは、私だけではないだろ う。その魅力的な研究領域 として発展 してきた

理由の大きな要因として、 この辺境性 ・境界人性があったと考 えられないだ ろうか。常に

自己を相対化 し、反省す るしかなか ったのである。

2.家 族社会学の中心性

 他方、家族社会学は、 日本の社会学の常に 中心にあ った。戦前か らの重厚な研究蓄積 を

われわれはす ぐに思い浮かべることができる。それ らは、家族社会学のみな らず、社会学

全体の発展に貢献 し、その発展の様相を規定 しさえ した。 この中心性が、家族社会学の現

在の問題 と大いに関わっている と考えることはできないだろ うか、 とい うのが この小論 の

問題意識である。家族に関する議論は沸騰 している。 しか し、家族社会学は(と りあえず

私 自身 も参加 している家族社会学会に限定す る)、 はたして活気に満ちているだ ろうか。

残念なが ら、自信を持 って肯定す る研究者は多くはないだろ う。
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特集・社会学はいま、何 をなすべきか

 家族 とは何か、 とい う定義論は繰 り返 し議 論の姐上にのぼる。 ところが奇妙なことに、

家族社会学 とは何か、 とい うこの学問 自体に対する問いかけが家族社会学会のなかで、取
り上げ られることは少なか った(91年 の学会 設立記念の大会のみが関連テーマを掲げてい

る)。 このことは、家族社会学が学会 とい うかたちで活動をは じめて、まだ10年 に満たな

い、 とい うこととも関係 している。家族その ものが揺 さぶ られていると同様、家族社会 学
のアイデンティティも、激 しく揺 さぶ られていることを自覚 しなければな らないはずだ

。
〈家族社会学の社会学〉が必要なのだが、学会がなければ、それぞれの研究者が家族 とい

う自明の前提に立って個別的なテーマを堀 り進める以外 にない。社会学の下位領域の学会

として・学問の領域 として自己反省する場が 無か ったのだ。あるいは、その必要性を感 じ

なかったのだ、 ともいえる。

3.中 心 か ら境 界へ

 家族社会学が社会学の中心領域 として、多 くの業績をあげてきたことは疑い もないこ と
だが、 しか し、そのことの潜在的な帰結 として、学問的(知 識社会学的)反 省をやや もす

れば軽んず ることはなか ったであろ うか。 『家族』の(あ るいは 『パ ラダイム』の)存 在

の自明性の上に学問的営み を積み重ねてきた、とい うことはなか っただろ うか。

 中心は・確 固とした固定的なアイデンティティに固執 しやすい。 しか し、社会は、そ し
て家族は、激 しい変動の渦中にあ り、揺れ動 いている。中心が空洞化 し、辺境が活性化 し

ている、 とも表現できる現実がある。家族についての興味深い議論が、家族社会学会の外
=辺 境で見 られ ることも、これまで多かった。現実の家族の揺れ に敏感に反応 したのは、
家族社会学のアイデ ンティティや家族社会学のパ ラダイムか ら自由な"非"家 族社会学者

であった としても不思議ではない。彼 らは必ず しも家族社会学会に入会 しないのだが、 こ
のことの意味を真剣に考えなければな らないだ ろ う。

 家族社会学に必要なことは、 中心的なアイデ ンティティに固着す るのではな く、新たな
フロンティアを求めて境界に向か うことであ ろ う。家族社会学 自体を、 中心ではな く境界

領域に置 くことで、学 としての 自省能力を高 めること。マージナル ・マンとしての緊張感

のなかで、引き裂かれた自己=引 き裂かれたアイデンティティに耐え、相対的で複合的な

視線を持ち、変化に対応的な革新性 と創造性を獲得 してい くことではないだ ろうか。

 1995年 秋の家族社会学会大会のシンポジウム ・テーマは 『家族社会学の新 しい地平』 で
あった。私 はその司会 を担 当したが(『 家族 社会学研究』第8号 参照) 、シンポジウムが

成功 したか否かはともか く、学会として、アイデンティテ ィを模索 しようとする機運が高

まってきたのだ と捉えたい。家族社会学が重要な転換期をむかえているのは確かなことだ。

                        (わたなべ ひでき 慶磨義塾大学文学部)
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